
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 3 月 31 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究の最終的な目標は、子どもの読書支援のために有効な方策を国

語科教育分野と図書館情報学分野の２領域によって学際的に分析・提示することである。こ

の研究目的を達成する研究のひとつとして、今回の研究では継続的な読書支援の重要性を明

らかにするために、理論的な読書研究、日本の学校教育における読書支援に関する取組、乳

幼児期から学童期への読書支援の継続性を重視している英米の行政施策や読書支援プログラ

ムをそれぞれ分析し、図書館サービスと国語科教育が今後どのような連携をしていくことが

できるかという可能性を探った。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this research we discuss and suggest, from the interdisciplinary standpoint in 
Japanese language education and the library and information science, an effective 
support program for encouraging children to read. In order to make it clear that  we 
need the continuous support program, our discussion is concentrated on the following 
three points; 

        (1)  cognitive analysis of reading  
        (2)  present situation of support programs at schools in Japan 
        (3)  case study of the support programs in Britain and U.S., in which children, 

from infants to those of school age, are continuously encouraged to read. 
  From the discussion of the above points, I investigate what the library is expected to do 

for Japanese language education at schools. 
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１．研究開始当初の背景 
従来、日本国内の子どもの読書支援に関す

る研究は、認知心理学、国語科教育分野、図
書館情報学などに分散しており、学際的な研
究はあまり行われてこなかった。乳幼児期、
学童期などの発達段階別、PISA やブックス
タートなどのプログラムごとなど、さまざま
な視点での研究は各分野で行われているも
のの、0～18 歳を継続的にとらえた読書支援
の方策は提示されるに至っていなかった。 
また、社会的な動向については、日本では、

2000 年の子ども読書年を皮切りに、2001 年
の｢子どもの読書活動の推進に関する法律｣
の制定、2002 年の｢子どもの読書活動の推進
に関する基本的な計画｣及び 2008 年の第二
次計画の整備などにより、近年子どもの読書
支援のための行政施策が進んでいる。さらに
2000 年以降の３回にわたる OECD 実施の
PISA 調査報告や 2004 年の文化審議会答申
「これからの時代に求められる国語力につ
いて」や 2005 年の「文字・活字振興法」で
は読書が読み書き能力や学習においても重
要な役割を果たすことが示唆されており、同
時に国語科教育の分野においても、文献探索
の実践や、インターネットなど多様なメディ
アに対するリテラシー教育などを含めた、幅
広い教育の必要は広く認知されている。しか
し、実際の読書支援の方法論については、現
在まだ各分野で試行錯誤をしている状態で
あり、今後学問の専門分野を越えた読書支援
に対する提言が求められると考えられると
ころから、本研究においては、現実の課題を
見据えつつ、その課題の解決となる糸口を学
術的に提示する土台をつくっていくことを
考えて開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、子どもの読書支援のため

に有効な方策を国語科教育分野と図書館情
報学分野の２領域によって学際的に分析・提
示することである。 
今回の研究では、近年の読書関連の行政施

策を軸に、英米における読書支援に関する行
政施策と比較しながら、0～18 歳の子どもた
ちを継続的にとらえるにあたって、現在、そ
の読書力の育成にはどのような支援が求め
られており、その実施のためには国語科教育
と図書館のどのような連携が効果的である
かを明らかにしたいと考えている。 
上記の目的を一気に達成することはでき

ないので、まず今回の研究では、現在日本で
は途切れがちな乳幼児期と学童期の読書支
援を継続することの重要性に焦点を当て、そ
の継続性を重視している英米の行政施策や

読書支援プログラムを詳細に調べる予定で
ある。また、その結果を土台に日本では｢乳
幼児期の読書支援も担い、高校卒業以降もサ
ービスを行う図書館サービス｣と｢学童期か
ら始まり、高校教育を終えるまで読書教育の
中心的役割を担う国語科教育｣がどのような
連携をしていくことができるかを提示する
ことを具体的な目的とした。 
 
３．研究の方法 
 国内外の子どもへの読書支援の行政施策
や民間の取組の現状とその成果・評価を文献
の分析を通じて明らかにすると同時に、現場
の小学校における調査を通じて国内の現状
と課題を分析する方法を取った。 
 
４．研究成果 
本研究の最終的な目標は、子どもの読書支

援のために有効な方策を国語科教育分野と
図書館情報学分野の２領域によって学際的
に分析・提示することである。この研究目的
を達成する研究のひとつとして、今回の研究
では継続的な読書支援の重要性を明らかに
するために、理論的な読書研究、日本の学校
教育における読書支援に関する取組、乳幼児
期から学童期への読書支援の継続性を重視
している英米の行政施策や読書支援プログ
ラムをそれぞれ分析し、図書館サービスと国
語科教育が今後どのような連携をしていく
ことができるかという可能性を探った。 
 理論的な読書研究については長沼が担当
し、学習指導要領における国語の領域｢読む
こと｣の内容を分析し、今後の指導において
国語科教育及び図書館サービスがどのよう
な役割を果たせるかを、文化的環境の視点か
ら分析した。日本の学校教育における読書支
援に関する取組については勝見が担当し、具
体的には、H 県 I 市、H 県 N 市、H 県 K 市、H
県 T市の公立小学校において、学校図書館お
よび市立図書館と連携しながら児童の読書
生活の活性化をめざす具体的な単元開発、お
よび実践場面における教師の指導と評価に
ついて考察を行った。英米の行政施策や読書
支援プログラムについては岩崎が担当し、そ
れぞれの施策が子どもの発達支援や学力向
上とどのような関連を持たせて実施されて
いるかを分析した。 
 その結果を成果報告書『読書支援における
図書館の役割に関する基礎的研究～国語科
教育との連携を中心に～』にまとめた。Ⅰ章
で研究の目的について説明し、Ⅱ章では、 
子どもの読書に関する日本の行政施策につ
いて、その抱える課題を分析した。｢子ども
の読書活動の推進に関する法律｣が制定され



 

 

てから 10 年間の行政施策を概観し、その中
でも 2011 年度から施行される学習指導要領
とその国語科教育に関する提言をした文化
審議会答申｢これからの時代に求められる国
語力について｣を分析したところ、学校の教
科としての国語科教育と読書活動はわずか
に関係が示されているものの、どちらかとい
えば切り離して捉えられているといえ、それ
はすなわち現在の国語科教育における読書、
さらに図書館の位置づけが非常に低いこと
を示していること、また、読書活動推進のプ
ログラムを学校教育の中に位置づけるにつ
いても、具体的な方策を提言するにはいたっ
ておらず、まだ模索途中の段階の答申である
ことがわかった。また、学校教育における読
書支援の充実には財源確保の課題もあるこ
とが明らかになった。（岩崎 れい） 
 Ⅲ章「国語科教育における「読み」の指導
の変遷」では、国語科教育における「読み」
の指導がどのように変遷してきたかをもと
に「読書」と「読解」の関係を整理した。過
去 20 年間の国語科教育に関する議論を概観
すると、大きく分けて 2つの時代があるとい
える。1980 年代後半から 1990 年代前半にか
けての、｢読者論｣に基づく｢読み｣の指導が注
目された時代と、2000 年以降の、PISA の結
果をもとにした議論の多い時代である。この
20 年間における国語科教育と読書との関連
を見ると、この 2者は決して切り離されたも
のではなく、常に相互関連があるものととら
えられていることがわかる。しかし、具体的
な内容をみていくと、｢読書｣と｢読解｣が別の
ものであるとされながらも、その区別が非常
に曖昧であることがうかがえる。1980年代か
ら 1990 年代における｢読み｣というキーワー
ドによる｢読書｣と｢読解｣の曖昧さから、現在
は｢読解リテラシー｣というキーワードによ
る学校教育カリキュラムの中の｢読解｣の意
味や教科の広範化など、いくつかの要素が交
じり合って、学校教育における｢読書｣の位置
づけをより不明確にしているとも捉えるこ
とができ、この区別の明確化、もしくは関連
性の明示が、国語科教育における読書の位置
づけを考える際の重要な課題となるといえ
るだろう。（岩崎 れい） 
 Ⅳ章「読むことの環境－国語教育と図書館
の接続」では、テクストの機能と読みの関わ
りを考察するのが日本の近代文学研究のモ
チーフであることや国語科教育における「読
むこと」の学習のとらえかたの動向や近代社
会における「読むこと」に関する読書研究の
分析などを通して、そこから導き出された
「読むこと」がもつ孤独な読解と共同性に関
わる、多面的かつ複合的な役割を担う場の一
つに図書館があるとし、図書館は、個人的な
読書と人との交流とが両立する場だと結論
付けた。（長沼 光彦） 

 Ⅴ章「小学校における「読解」と「読書」」
では、平成 19 年 11 月の中央教育審議会「教
育課程部会におけるこれまでの審議のまと
め」の中の「教育内容に関する主な改善事項」
に言語活動の充実が挙げられ、各教科の言語
活動を支える条件の一つとして「読書活動の 
推進」が焦点化されたことに注目した。その
中でもとりわけ小学校の国語科指導の在り
方に焦点をあて、児童が今後の生活の中で出
会う多様な本の探し方、読み方、活用の仕方
を豊かに広げていけるような学びとして、学
習指導要領で重視される「読書活動の推進」
をどのような授業で具現化していくのかと
いう点について、日本における「読解」と、
OECD（経済協力開発機構）の「生徒の学習到
達 度 調 査 」 PISA （「 Programme for 
International Student Assessment」）が求
める「読解力」との関係性を視点として考察
を行った。その結果、「日本型読解力」に加
えて「PISA 型読解力」を育成しようとする国
語科の授業とは、「正しく読む」ことのみに
とどまらず、「自分はその本（そのテキスト）
をどう読んだのか」という主体的な「読書」
の経験の交流の場として機能する場である
と考察した。すなわち、従前の「日本型読解
力」の「テキストの内側に立つ」精読の授業
から「テキストの外側に立つ」多読型の授業
への転換である。「読書活動の推進」に機能
する「テキストの外側に立つ」読解の単元に
おいては、①「目的」と「手段」の関係で単
元を構想すること②「多読型」単元を構想す
ること③「メタ思考」させる活動を包含して
単元を構想すること、の要件を重視する必要
がある。このような読書活動の推進が授業と
乖離してスローガン化しないためには、教師
の意図的な指導の工夫を個々の具体的実践
レベルに反映させていくことが重要である。
そこでは、新たな教材研究の方法、「熟考・
評価」の評価の方法などの新たな教師の力量
が求められることになるであろう。また、意
欲的な教師による単発の実践に終始するだ
けでなく、発達段階に応じて「読解」能力を
全教育活動の視点から意図的に育成するカ
リキュラムとして作成する力量も必要視さ
れるであろう。いずれにしても、教師は、児
童生徒が「読まされている」のではなく、他
ならぬ自分自身の意志としてその本を選ん
で読んでいるのだという実感を抱かせるこ
とを重視したい。そして、「読みたい」「読む
必要がある」と思えるから自らの意志で読書
する、この当然のことを日本の児童生徒が生
涯行えるように、学校教育で多様な読書経験
を準備する必要があるという結論に至った。
（勝見 健史） 
 Ⅵ章「米国における子どもへの読書支援」
では、図書館の中では、公共図書館の成立し
た早い時期から、読み聞かせやストーリーテ



 

 

リングなどの読書プログラムが行われてき
たが、21世紀に入ってから、全米規模・各州
規模で実施されている、より幅広い概念の読
書プログラムが広がっていることに注目し、
米国連邦教育省が推進している計画の全体
像を概観した。これらのプログラムには、主
に以下の４つの特徴を見ることができるこ
とがわかった。 
（１）乳幼児期の言語獲得、認知能力の育成、
読書の準備に力を入れている。Early Reading 
First などに見られるように、乳幼児期の支
援の重要性が認識されている。 
（２）リテラシー教育と読書支援の連携が強
く、その背景には学力向上の目的がある。こ
の点については、初等中等教育改正法（No 
Child Left Behind Act）の影響もうかがえ
る。これは、2010年度以降の予算措置におい
ても重点を置かれており、明確な特徴として
とらえることができるだろう。 
（３）特別なニーズのある子どもたち、特に
低所得層の子どもたちへ重点を置くプログ
ラムが多く、その背景には貧困と非識字の連
鎖を断ち切る目的がある。特に、子ども本人
だけではなく保護者に対する支援も同時に
行うことによって、子どもたちの置かれてい
る環境の違いによって、子どもたちの学ぶ機
会に大きな差が出ないようにしていること
に注目できるであろう。 
（４）図書館との連携は、それほど強くない
のか、あまり目立たない。図書館は、One City, 
One Book など独立したプログラムを持つこ
とが多い。 
 これらの特徴は、米国における読書支援が
読書だけではなくリテラシーや学力と強く
結びついており、また、支援の対象にめりは
りをつけ、支援の必要とされる子どもたちに
重点を置いていることが、より効果をあげる
ことにつながる可能性を持っていると考え
ることができるだろう。（岩崎 れい） 
 Ⅶ章「英国における子どもへの読書支援」
では、英国では 2000 年前後から実施された
多様な子どものための行政施策の中に読書
支援が位置付けられつつある。英国の過去約
10 年間の読書支援の特徴は、1992 年から開
始された民間の読書支援プログラムである
ブックスタートなどが個別に実施されてき
ていたのを、行政が民間と提携する形で、子
育てや子どもの教育全体の施策の中に組み
込んでいったことであることに注目し、その
特徴を分析した。その結果、英国の読書支援
はシュアスタートプログラムの中で以下の
４点の特徴をもつと考えられる。 
（１）子どもの成長に欠かせない要素 
（２）子育て支援の一環としての読書支援 
（３）学力の向上に強く結びつく要素 
（４）「特別な教育的ニーズ」をもつ子ども
たちへの支援 

これらの特徴は、単独で読書支援が行われて
きた時よりも、その必要性が見えやすくなっ
た部分もあり、また支援の対象である子ども
にとっては、それぞれの支援が複合的に行わ
れることで、その成長を有機的に支援しても
らえることにつながるといえるだろう。 

（岩崎 れい） 
Ⅷ章では、これまでの研究を簡潔にまとめ、

その課題を明らかにした。                         
 今回の研究では、日本における読書支援の
動向を把握するとともに、英米の読書支援に
関する行政施策を分析にすることによって、
日本が抱える課題が見えてきたといえる。 
 日本では、2000 年頃から、読書支援に関す
る施策がいろいろと試みられてきており、法
律制定や予算措置なども行われているが、ま
だ十分な効果があったといえるだけのもの
は見られない。今回の研究では、今後の読書
支援の課題として次の２点を挙げることが
できる。 
 １点目は、読書支援と国語科教育との関係
である。Ⅲ～Ⅴ章に見られるように、日本の
国語科教育における「読み」「読解」「読書」
に関する指導は、さまざまな変遷を経てきて
いるが、2000 年以降に OECD 加盟諸国が共同
で行っている PISA によって、日本の読解に
関する考え方も変化し、それは最新の学習指
導要領に影響を与えている。けれども、同時
に、読書という行為は、国語科教育の中で行
われる指導をもとにするものとして完結し
てしまっては、それ以上の多様性を持った精
神的な営みとして読書を位置づけることは
できず、学校という枠にしばられない公共図
書館などの充実による読書環境の整備も欠
かせないものであるといえるであろう。今後、
学校教育の内外でどのように具体的な読書
指導・支援をしていくことができるかは学校
と学校外の機関との連携によって模索され
るべき課題であるといえるだろう。 
 ２点目は、読書支援に対する行政施策の重
点のおきかたである。Ⅵ～Ⅶ章に見られるよ
うに、英米でも読書支援の行政施策は進んで
おり、日本とは違った以下のような特徴をも
つ。米国では、（１）乳幼児期の言語獲得、
認知能力の育成、読書の準備に力を入れてい
ること、（２）リテラシー教育と読書支援の
連携が強く、その背景には学力向上の目的が
あること、（３）特別なニーズのある子ども
たち、特に低所得層の子どもたちへ重点を置
くプログラムが多く、その背景には貧困と非
識字の連鎖を断ち切る目的があること、（４）
図書館との連携は、それほど強くない、また
はあまり目立たず、図書館は独自のプログラ
ムをもつ傾向があることが、主な特徴として
挙げられる。英国では、（１）読書支援のた
めの方策が乳幼児期から始まり、初等中等教
育を受ける時期とつながりがあること、（２）



 

 

読書と教育との間に強い関連を持たせてい
ること、（３）「特別な教育的ニーズ」のある
子どもたちへのサービスが進んでいること
が、主な特徴として挙げられる。英米におい
ても、まだ十分な効果が得られたかどうかは
一部報告書が出ているものの、測定しにくい
部分もあり、まだ各国で検証中であるといえ
るだろうが、ある程度の成果は報告されてい
る。この中で、注目したいのは、①乳幼児期
の支援の重視、②学力との関連性の重視、③
特別なニーズをもつ子どもたちへの支援の
充実の３点である。いずれも、日本ではまだ
十分な施策がとられていない点であり、今後
英米をはじめ、各国の成果を参考にしつつ、
日本の支援の方策を考えていく必要がある
だろう。 
 今回の研究では、今後図書館が子どもの読
書支援においてどのような役割を果たして
いくことができるかを考えていく上で、まず
は、この 10 年で変化してきた行政施策と長
い読書指導の歴史をもつ国語科教育におけ
る課題について分析した。これをもとに、今
後社会教育を担う行政機関の一部としての
公共図書館や学校教育の中に位置づけられ
る学校図書館がどのような役割を果たすこ
とができるのかを研究していきたいと考え
ている。 
その結果、今後の読書支援の課題として、(1)
日本において読書支援と国語科教育との関
係がまだ不十分であり、学校現場での環境整
備も重要であること、(2)日本における行政
施策において、①乳幼児期の支援、②学力と
の関連、③特別なニーズをもつこどもたちへ
の支援がまだ不十分であること、の２点が明
らかになった。 
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